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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

８
８
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

４
月
１
５
日 

池
田 

満 

 

フ
ジ
か
フ
ヂ
か
？ 

 

富
士
山
の
名
称
は
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
（
７
代
孝
霊
天
皇
）
の
３
６
年
の
時
に
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ア
ス
ス
４
６
３
年
、
西
暦
で
は
約A

D

７
８
年
（
箸
墓
ア
ス
ス
６
３
０
年
をA

D

２
４
５
年
基
準

と
し
て
）
の
命
名
で
す
。 

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
は
、
翻
訳
削
除
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
ズ
ボ
ッ
と
ち
ょ
ん
切
り
、

ひ
ど
い
も
ん
で
す
。 

フ
ト
ニ
の
キ
ミ
は
、
フ
ヂ
（
藤
）
の
ハ
ナ
に
拠
っ
て
、
山
の
新
た
な
名
前
と
な
さ
い
ま
し
た
。 

旧
名
は
、
ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
・
オ
オ
ヒ
ヤ

マ
・
カ
ク
ヤ
マ
・
オ
オ
ヤ
マ
。 

し
か
ら
ば
、
藤
の
ヲ
シ
テ
時
代
の
表

記
は
ど
う
な
の
か
？ 

用
例
を
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。 

３
２
‐
２
４
・
フ
チ
ノ
ハ
ナ
。 

３
２
‐
１
・
フ
シ
、
３
２
‐
２
４
・

フ
シ
ツ
ル
、
３
２
‐
２
５
・
フ
シ
ノ
ヤ
マ
。 

 

と
、
出
例
が
少
な
い
で
す
。
藤
の
意
味
の
フ
チ
と
フ
シ
で
、
同
音
発
音
と
す
る
と
、
濁
音
に
な
る

わ
け
で
す
。
清
音
表
記
で
、
補
っ
て
の
濁
音
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
花
の
場
合
は
「
フ
チ
」
で
、
蔓
の
場
合
は
「
フ
シ
」
と
ヲ
シ
テ
区
別
を
し
た
の
で
は
な

い
か
？ 

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

た
だ
、
用
例
が
少
な
い
の
で
、
強
く
は
言
え
な
い
か
も
、
と
言
う
事
で
す
。 
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３
２
ア
ヤ
、
フ
シ

富

士

山

と
ア
ワ
ウ
ミ 

ミ
ツ
の
ア
ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
７
代
孝
霊
天
皇 

～ 

９
代
開
化
天
皇
） 

 

３
２
‐
１ 

 
 
  

 
７
代 

フ
ト
ニ
の
キ
ミ
（
孝
霊
天
皇
） 

元
年 

時
は
、
ア
ス
ス
の
４
２
８
年
の
１
月
１
２
日
の
こ
と
で
し
た
。
七
代
目
ス
ヘ
ラ
ギ
の
ヤ
マ
ト
フ
ト
ニ

（
孝
霊
天
皇
）
さ
ん
は
、
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
キ
（
天
皇
位
）
を
受
け
継
が
れ
ま
し
て
ご
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し

た
。
ヤ
マ
ト
フ
ト
ニ
の
ア
マ
ツ
キ
ミ
の
イ
ミ
ナ
（
実
名
）
は
ネ
コ
ヒ
コ
さ
ん
で
す
。 

ネ
コ
ヒ
コ
さ
ん
は
、
諸
臣
と
合
議
の
う
え
、
ア
メ
の
ミ
マ
コ
の
十
代
ア
マ
キ
ミ
の
弟
の
方
の
ニ
ニ
キ
ネ

さ
ん
の
、
即
位
の
式
典
の
式
次
第
に
則
（
の
っ
と
）
っ
て
、
即
位
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伝
統
の
通

り
に
、
翌
日
に
は
一
般
国
民
に
即
位
の
式
典
の
会
場
を
公
開
な
さ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

そ
し
て
、
ご
生
母
の
オ
シ
ヒ
メ
さ
ん
（
五
代
カ
ヱ
シ
ネ
、
孝
昭
天
皇
の
ミ
コ
の
カ
ス
ガ
ヲ
キ
ミ
の
娘
さ

ん
）
を
ミ
ウ
エ
キ
サ
キ
と
し
て
奉
り
敬
い
ま
す
。 

昨
年
の
、
ア
ス
ス
４
２
７
年
の
１
２
月
４
日
に
ク
ロ
タ
の
イ
ホ
ト
ミ
ヤ
（
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
黒

田
、
近
鉄
電
車
の
黒
田
駅
の
近
く
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
か
ら
西
に
約
１
ｋ
ｍ
、
法
楽
寺
が
宮
跡
地
。
桃
太
郎
伝

説
の
故
地
。
キ
ビ
の
ヱ
ワ
カ
タ
ケ
ヒ
コ
、
ト
ワ
カ
タ
ケ
ヒ
コ
３
２
‐
２
８

）
に
ミ
ヤ
コ
（
皇
居
）
を
お
移
し
に
な

ら
れ
ま
し
て
、
ア
ス
ス
４
２
８
年
か
ら
ハ
ツ
コ
ヨ
ミ
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

２
年
３
２
‐
３ 

フ
ト
ニ
の
キ
ミ
の
２
年
（
ア
ス
ス
４
２
９
年
）
キ
サ
ラ
キ(

２
月
）
１
２
日
に
、
キ
サ
キ
を
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
シ
ギ
の
オ
オ
メ
の
娘
の
ホ
ソ
ヒ
メ
さ
ん
が
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
カ
ス
ガ
ヲ
キ
ミ
の
子
の
チ
チ
ハ
ヤ
の
娘
の
ヤ
マ
カ
ヒ
メ
が
ス
ケ
キ
サ
キ
に
な
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ト

イ
チ
の
マ
ソ
ヲ
の
娘
の
マ
シ
タ
ヒ
メ
は
コ
コ
タ
エ
の
位
に
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
ウ
チ
キ
サ
キ
は
お

四
方
と
、
ま
た
、
オ
シ
モ
メ
も
お
四
方
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

３
年
３
２
‐
５ 

３
年
（
ア
ス
ス
４
３
０
年
）
の
ハ
ル
（
春
）
に
、
オ
オ
ミ
ナ
ク
チ
と
オ
オ
ヤ
ク
チ
の
二
人
を
共
に

ス
ク
ネ
の
位
を
授
与
な
さ
い
ま
し
た
。 
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同
じ
年
の
、
ナ
ツ
（
夏
）
に
は
、
ウ
チ
メ
の
位
だ
っ
た
ヤ
マ
ト
ク
ニ
カ
ヒ
メ
が
三
つ
子
を
産
み
ま
し
た
。

三
人
と
も
ヤ
マ
ト
の
名
を
冠
し
ま
し
て
、
長
女
は
ヤ
マ
ト
モ
モ
ソ
ヒ
メ
で
す
。
長
男
は
ヤ
マ
ト
ヰ
サ
セ
リ

ヒ
コ
で
す
。
次
女
は
、
ヤ
マ
ト
ワ
カ
ヤ
ヒ
メ
で
す
。
そ
し
て
、
生
母
の
ク
ニ
カ
ヒ
メ
を
、
ヤ
マ
ト
の
オ
オ
ミ

ヤ
メ
と
し
て
称
（
た
た
）
え
ま
し
た
。 

１
１
年
３
２
‐
６ 

１
１
年
（
ア
ス
ス
４
３
８
年
）
フ
ユ(

冬
）
に
は
、
ク
ニ
カ
ヒ
メ
の
妹
の
ハ
エ
ヒ
メ
を
ウ
チ
キ
サ

キ
に
な
さ
い
ま
す
。 

１
３
年
３
２
‐
７ 

 

そ
う
し
ま
し
た
ら
、
１
３
年
（
ア
ス
ス
４
４
０
年
）
の
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
１
日
に
、
ハ
エ
ヒ

メ
も
三
つ
子
を
お
産
み
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
男
の
子
ば
か
り
の
三
つ
子
で
、
１
男
は
ヱ
ワ
カ
タ
ケ
ヒ
コ
、

２
男
は
ヒ
コ
サ
シ
マ
、
３
男
は
ト
ワ
カ
タ
ケ
ヒ
コ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
生
母
の
ハ
エ
ヒ
メ
は
ワ
カ
オ

オ
ミ
ヤ
メ
と
し
て
尊
称
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

１
８
年
３
２
‐
８ 

１
８
年
（
ア
ス
ス
４
４
５
年
）
の
１
月
モ
チ
（
望
月
）
に
、
ウ
チ
ミ
ヤ(

正
皇
后
）
の
ホ
ソ
ヒ
メ

さ
ん
が
ミ
コ
の
ヤ
マ
ト
ネ
コ
ヒ
コ
・
ク
ニ
ク
ル
さ
ん
（
イ
ミ
ナ
は
モ
ト
キ
ネ
、
後
の
八
代
孝
元
天
皇
）
を
お

産
み
に
な
り
ま
し
た
。 

２
５
年
３
２
‐
９ 

２
５
年
（
ア
ス
ス
４
５
２
年
）
の
、
１
月
１
１
日
の
年
中
行
事
に
な
っ
て
い
た
ア
カ
タ
ヌ
シ
を

召
し
て
の
モ
ノ
を
賜
う
際
（
の
ち
の
徐
目
）
に
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
御
出
し
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ト
ニ
の
ス
ヘ

ラ
ギ
（
孝
霊
天
皇
）
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

『
も
し
も
、
三
つ
子
を
一
孕
み
で
産
む
事
が
あ
れ
ば
、
ミ
カ
ド
（
朝
廷
）
に
告
げ
知
ら
せ
な
さ
い
。
必

ず
、
褒
め
て
賜
り
も
の
を
つ
か
わ
す
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

こ
の
理
由
は
、
生
ま
れ
出
で
た
る
イ
ノ
チ
（
生
命
）
を
大
切
に
す
る
た
め
で
す
。 

 

は
る
か
昔
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
み
孫
の
、
十
代
ア
マ
キ
ミ
の
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
は
、
お
キ
サ
キ
さ
ん
の
コ

ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
の
間
に
三
つ
子
を
儲
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ず
っ
と
三
つ
子
の
誕
生
を
聞

い
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
私
が
三
つ
子
を
儲
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
ほ
の
か
に
聞
く
と
こ
ろ
で

は
、「
間
引
く
」
と
言
っ
て
赤
ん
坊
を
殺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
が
あ
る
と
も
。
そ
れ
は
、
い
け
な
い
こ
と

で
す
。
今
よ
り
後
に
、「
間
引
き
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、「
間
引
き
」
を
す
れ
ば
罪

人
と
し
て
扱
い
ま
す
。 

我
が
子
と
は
言
い
ま
し
て
も
、
ヒ
ト
は
「
ア
メ
（
宇
宙
の
中
心
）」
か
ら
タ
ネ
（
タ
マ
）
の
降
さ
れ
て
来

た
尊
い
も
の
な
の
で
す
。 

ヒ
ト
の
尊
さ
を
言
う
ノ
リ
（
言
葉
）
に
、 

「
シ
カ
・
イ
ヌ
、
チ
（
１
０
０
０
）
よ
り
、
ヒ
ト
ひ
と
り
」 

 

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
の
ノ
リ
（
定
め
）
で
す
』 

 

こ
う
し
て
、
フ
ト
ニ
の
ス
ヘ
ラ
ギ
（
７
代
孝
霊
天
皇
）
は
人
命
尊
重
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
発
っ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ク
ニ
の
ツ
カ
サ
（
司
）
達
は
、
国
民
に
触
れ
知
ら
せ
る
た
め
に
帰
国
の
途
に
つ
く
の
で
し
た
。 

２
５
年
３
２
‐
１
３ 

翌
日
の
２
５
年
（
ア
ス
ス
４
４
２
年
）
１
月
１
２
日
の
朝
に
、
ス
ワ
の
ハ
フ
リ
（
タ
ケ
ミ
ナ
カ

タ
の
子
孫
）
が
、
ハ
ラ
ヤ
マ
（
富
士
山
）
の
ヱ
（
絵
）
を
献
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
シ
ラ
ヒ
ケ
カ
ミ

の
子
孫
の
ア
メ
ミ
カ
ケ
は
、
ア
ワ
ウ
ミ
（
琵
琶
湖
）
の
ヱ
（
絵
）
を
奉
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ト
ニ
の
キ
ミ

は
、
大
変
面
白
い
事
だ
と
、
褒
美
を
沢
山
授
与
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

程
な
く
あ
る
日
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
は
カ
ス
ガ
（
１
５
６
歳
）
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

３
１

 

 

『
わ
れ
、
昔
、
こ
の
絵
を
見
た
の
で
し
た
が
、
合
わ
せ
考
え
る
事
を
十
分
に
し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
タ

（
良
い
政
り
こ
と
）
」
を
為
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
』 
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そ
れ
は
、
六
代
タ
リ
ヒ
コ
ク
ニ
（
孝
安
天
皇
）
の
９
２
年
（
ア
ス
ス
４
１
７
年
）
の
こ
と
に
遡
り
ま

す
。 「

ス
ル
ガ
ミ
ヤ
の
ハ
フ
リ
が 

ハ
ラ
の
ヱ
（
絵
）
を
た
て
ま
つ
る
（
献
上
） 

 

ミ
コ
（
後
の
八
代
フ
ト
ニ
さ
ん
、
孝
霊
天
皇
）（
取
り
上
げ
て
褒
め
る
よ
う
に
と
）
申
せ
と
も 

 

キ
ミ

（
七
代
タ
リ
ヒ
コ
ク
ニ
、
孝
安
天
皇
）
受
け
ず
」（『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
３
１
‐
１
０
２
） 

そ
の
時
に
、
父
君
の
タ
リ
ヒ
コ
ク
ニ
さ
ん
（
考
安
天
皇
）
に
、
強
く
は
主
張
し
得
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

ア
ワ
ウ
ミ(

琵
琶
湖
）
と
、
ハ
ラ
ミ
ヤ
マ(

富
士
山
）
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
ま
だ
、
思
い
至
た
ら
な
っ
た

か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
（
孝
霊
天
皇
）
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

『
今
、
こ
の
ヤ
マ
・
サ
ワ
（
富
士
山
と
琵
琶
湖
）
の
ヱ
（
絵
）
を
あ
わ
せ
て
見
る
こ
と
は
、
ワ
リ
フ
タ

（
割
り
符
）
を
合
わ
せ
る
よ
う
で
す
。
と
て
も
良
い
前
兆
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
ハ
ラ
ミ
の

ヤ
マ(

富
士
山
）
の
良
き
草
（
長
寿
の
薬
草
の
チ
ヨ
ミ
ク
サ
）
が
、
５
０
０
年
前
に
噴
火
に
よ
っ
て
絶
滅
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ニ
オ
ウ
ミ
（
琵
琶
湖
）
が
ヤ
マ
（
富
士
山
）
を
潤
す
と
、
チ
ヨ
ミ
ク
サ
の
タ
ネ
が
生

え
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
再
び
チ
ヨ
ミ
ル
ク
サ
の
再
び
生
え
て
く
る
事
を
期
待
し
ま
す
』 

 

こ
う
し
て
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
は
、
ふ
た
つ
の
絵
を
楽
し
ま
れ
る
の
で
し
た
。 

３
６
年
３
２
‐
１
７ 

３
６
年
（
ア
ス
ス
４
６
３
年
）
の
１
月
１
１
日
に
モ
ト
キ
ネ
（
の
ち
の
８
代
ク
ニ
ク
ル
の
キ

ミ
・
孝
元
天
皇
）
を
ヨ
ツ
ギ
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
は
、
み
手
ず
か
ら
ミ
ハ
タ
オ
リ
ト
メ

を
お
授
け
に
な
り
ま
す
。「
カ
ク
の
ミ
ハ
タ
」
の
最
終
章
の
ア
ヤ
が
ミ
ハ
タ
オ
リ
ト
メ
で
す
。
そ
し
て
、
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

『
こ
れ
は
ア
マ
カ
ミ
の
ヲ
シ
テ
（
オ
シ
テ
）
で
あ
り
ま
す
。
朝
に
夕
に
眺
め
て
、
よ
く
よ
く
そ
の
精
神
を

感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
実
情
を
良
く
考
え
合
わ
せ
て
タ
ミ(
国
民
）
を
教
え
導
い
て
治
め
て
く

だ
さ
い
』 

ミ
ハ
タ
オ
リ
ト
メ(

「
カ
ク
の
ミ
ハ
タ
」
の
最
終
章)

を
賜
っ
た
モ
ト
キ
ネ
は
、
翌
朝
に
、
タ
ミ(

国
民
）
に

立
太
子
の
位
の
就
任
の
儀
式
の
設
え
を
拝
ま
せ
る
の
で
し
た
。 

３
６
年
３
２
‐
１
９ 

ヤ
ヨ
イ(

３
月
）
の
７
日
に
な
り
ま
し
て
、
７
代
ス
ヘ
ラ
ギ
の
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
（
孝
霊
天
皇
）

は
、
ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
（
富
士
山)

へ
と
行
幸
な
さ
い
ま
す
。
チ
ヨ
ミ
ル
ク
サ
の
再
生
が
起
き
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
是
非
と
も
、
尋
ね
見
て
み
た
い
、
と
、
思
し
召
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
へ
の
道
は
、
ク
ロ
ダ
（
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
、
黒
田
）
か
ら
、
カ
グ
ヤ
マ
（
飛
鳥
）
へ

と
、
そ
し
て
、
カ
モ
（
京
都
、
下
鴨
神
社
、
上
賀
茂
神
社
）
、
タ
ガ
の
ミ
ヤ
（
多
賀
大
社
）
を
経
ま
し
て
、

ス
ワ
（
諏
訪
）
か
ら
サ
カ
オ
リ
に
至
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
タ
ケ
ヒ
テ
ル
は
ミ
ア
ヱ
（
ご
馳
走
）
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
、
ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
（
富
士
山
）
の
山
頂
に
登
山
を
な
さ
い
ま
す
。
ス
バ
シ
リ
に
下
山
を
な
さ
い
ま

し
て
、
裾
野
を
巡
ら
れ
て
、
ム
メ
オ
オ
ミ
ヤ
（
浅
間
大
社
）
に
お
入
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
カ
ス
ガ

が
教
え
を
請
い
ま
す
。 

『
ミ
ネ
（
富
士
山
中
）
に
得
ま
し
た

（
ミ
ハ
・
三
葉)

の
ア
ヤ
ク
サ
（
珍
し
く
そ
れ
ら
し
い
草
）
は
、

チ
ヨ
ミ
ク
サ
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
か
？ 
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諸
ヒ
ト
が
試
食
し
よ
う
と
、
煮
ま
し
た
が
、
余
り
に
も
苦
い
の
で
、
誰
も
食
べ
得
な
い
で
い
ま
す
』 

 
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
も
、
感
じ
入
ら
れ
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

『
ナ
カ
ミ
ネ
（
宇
宙
の
ア
モ
ト
）
の
ア
テ

（
地
球
上
で
の
相
当
）
は
ナ
カ
ウ
ミ
（
琵
琶
湖
）
で
す
ね
。
そ
れ
が
ハ
ラ
ミ
を
潤
し
て
ヤ
ツ
ミ
ネ
（
富
士
山

の
中
心
峰
）
の
裾
野
に
は
水
が
豊
富
で
す
。
周
り
の
ヤ
ツ
ウ
ミ
（
八
湖
）
の
う
ち
、
三
っ
つ
が
噴
火
で
埋
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
が
、
ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
の
中
は
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
』 

そ
し
て
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
は
お
ウ
タ
を
お
詠
み
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

な
か
は
ふ
り 

な
か
は
わ
き
つ
つ 

 
 

 

こ
の
や
ま
と 

と
も
し
つ
ま
り
の 

 
 

 

こ
の
や
ま
よ
こ
れ 

 

こ
の
、
御
製
の
お
ウ
タ
を
お
詠
み
に
な
り
ま
し
て
、
ハ
ラ
ミ

ヤ
マ
に
新
名
称
を
付
け
た
い
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
し
た
。 

 
こ
の
時
に
、
タ
コ
（
田
子
）
の
浦
の
人
が
フ
ヂ
（
藤
）
の
ハ

ナ
（
花
）
を
捧
げ
て
来
ま
し
た
。 

こ
の
フ
ヂ
（
藤
）
の
花
に
、
ハ
ラ
ミ
の
ユ
カ
リ
を
感
じ
ら
れ

た
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
た
、
お
ウ
タ
を
、
お

詠
み
に
な
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

は
ら
み
や
ま 

ひ
と
ふ
る
さ
け
よ 

 
 

 

ふ
じ
つ
る
の 

な
お
も
ゆ
か
り
の 

 
 

 

こ
の
や
ま
よ
こ
れ 

 

こ
の
、
御
製
に
よ
り
、
フ
ジ
の
ヤ
マ
の
新
名
称
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
、
新
名
称
の
フ
ジ
の
ヤ
マ
か
ら
の
帰
路

に
は
南
路
を
お
と
り
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ム
メ
ミ
ヤ
（
ハ

ラ
ミ
の
ミ
ヤ
）
の
ハ
フ
リ
（
預
か
り
人
）
の
ホ
ツ
ミ
（
の
ち
の

穂
積
）
は
、
オ
シ
ウ
ト
【
詳
細
は
未
詳
】
の
位
に
任
じ
ま
し
た
。

イ
ツ
（
ヲ
ハ
シ
リ
）
と
、
ア
サ
マ
（
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）

と
、
ミ
コ
【
詳
細
は
未
詳
】
と
、
ヤ
マ
ス
ミ
（
オ
オ
ヤ
マ
ス
ミ
）
の
、
４
カ
ミ
（
祖
先
の
偉
人
）
を
ヤ
ス
カ

ワ
ラ
【
詳
細
は
未
詳
】
に
移
し
て
祭
り
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
時
に
、
タ
ケ
ヒ
テ
ル
が
、
タ
マ
カ
ワ
の
フ
ミ
を
献
上
し
た
の
で
し
た
。
と
て
も
、
重
要
な
フ
ミ
で
し

て
、
カ
ン
タ
カ
ラ
フ
ミ
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
す
。
タ
ケ
ヒ
テ
ル
は
、
そ
の
昔
の
十
代
ア
マ
キ
ミ
の

ニ
ニ
キ
ネ
の
、
長
男
の
ム
メ
ヒ
ト
さ
ん
（
ハ
ラ
ヲ
キ
ミ
）
の
伝
え
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ミ
ノ
リ

（
身
を
整
え
る
、
方
法
）
を
得
ら
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
カ
ミ
ヨ
（
上
代
）
の
よ
う
に
長
寿
を
実
現
な
さ
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
は
、
タ
ケ
ヒ
テ
ル
さ
ん
の
子
供
の
、
タ
ケ
ト
メ
を
ト
ミ
（
臣
）
に
求
め

ら
れ
る
の
で
し
た
。
そ
の
弟
の
タ
ケ
ツ
ツ
ク
サ
が
、
タ
ケ
ヒ
テ
ル
の
家
の
祭
り
を
継
ぐ
事
に
な
り
ま
し
て
、

後
の
タ
ケ
タ
（
後
の
武
田
）
に
な
り
ま
す
。
タ
マ
カ
ワ
の
カ
ン
タ
カ
ラ
の
フ
ミ
は
、
イ
ツ
モ(

出
雲
）
に
納

め
置
く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

５
３
年
３
２
‐
２
８ 

５
３
年
（
ア
ス
ス
４
８
０
年
）
に
、
西
の
ク
ニ
に
揉
め
事
が
起
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
勅
任
の

執
政
官
を
遣
わ
し
ま
す
。
チ
ノ
ク
チ
と
、
ハ
リ
マ
（
播
磨
）
の
ヒ
カ
ワ
（
加
古
川
）
に
、
イ
ン
ヘ
ヌ
シ
（
の

ち
の
忌
部
）
に
ヤ
マ
ト
ヰ
サ
セ
リ
を
副
（
そ
）
え
て
派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ヒ
（
吉
備
）
の
カ
ン
チ
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（
上
道
）
に
は
、
ヱ
ワ
カ
タ
ケ
ヒ
コ
を
派
遣
し
ま
す
。
キ
ヒ
（
吉
備
）
の
シ
モ
チ
（
下
道
）
に
は
、
ト
ワ
カ

タ
ケ
ヒ
コ
を
派
遣
し
ま
す
。
そ
し
て
、
拘
（
こ
だ
わ
）
り
の
問
題
点
を
解
き
分
け
さ
せ
て
平
安
を
回
復
し
ま

し
た
。
（
こ
れ
が
、
の
ち
に
桃
太
郎
伝
説
に
受
け
継
が
れ
ま
す
） 

 

イ
サ
サ
ワ
ケ
（
敦
賀
）
に
は
、
ヒ
コ
サ
シ
マ
を
勅
任
の
執
政
官
と
し
て
派
遣
し
て
、
コ
シ
ク
ニ
を
治
め
さ

せ
ま
す
。 

７
６
年
３
２
‐
３
０ 

７
６
年
（
ア
ス
ス
５
０
３
年
）
の
キ
サ
ラ
キ(

２
月
）
１
０
日
に
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
が
崩
御
な

さ
い
ま
し
た
。
１
１
８
歳
で
し
た
。
ミ
コ
の
ク
ニ
ク
ル
さ
ん
（
八
代
孝
元
天
皇
）
は
、
モ
（
喪
）
を
４
８
日

間
務
め
ら
れ
ま
し
て
、
ト
ミ
ト
ト
ム
（
仕
え
る
臣
下
は
、
元
の
よ
う
に
に
）
。
こ
う
し
て
さ
ら
に
、
６
年
間

に
わ
た
っ
て
お
食
事
の
お
供
え
を
、
お
わ
し
ま
す
如
く
に
続
け
ら
れ
る
の
で
し
た
。
こ
う
し
て
、
敬
い
を

為
さ
れ
て
お
ら
れ
る
う
ち
に
、
ト
ミ
も
世
を
去
る
の
で
し
た
。
ク
ニ
ク
ル
さ
ん
（
孝
元
天
皇
）
は
、
カ
リ
ト

（
仮
の
ミ
ヤ
コ
）
を
立
て
る
の
み
に
て
、
ヲ
ヤ
に
仕
え
る
ま
こ
と
の
篤
い
お
方
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

３
２
‐
３
２ 

 
 
  

 

８
代 

ク
ニ
ク
ル
の
キ
ミ
（
孝
元
天
皇
） 

元
年
３
２
‐
３
２ 

時
は
、
ア
ス
ス
５
０
４
年
１
月
１
４
日
に
、
ク
ニ
ク
ル
さ
ん
は
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
（
天
皇
位
）
を

受
け
継
が
れ
ま
し
て
、
ヤ
マ
ト
ク
ニ
ク
ル
の
ア
マ
ツ
キ
ミ
と
名
乗
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
の
ミ
マ
コ
（
十
代
ア

マ
キ
ミ
の
ニ
ニ
キ
ネ
）
の
即
位
式
を
前
例
と
な
さ
い
ま
す
の
は
、
常
の
ご
と
し
で
し
た
。
翌
日
に
は
、
即
位

式
の
設
え
を
タ
ミ
（
国
民
）
に
公
開
な
さ
い
ま
す
。
タ
ミ
は
拝
見
が
か
な
う
の
で
し
た
。 

生
母
の
ホ
ソ
ヒ
メ
さ
ん
を
、
ミ
ウ
エ
キ
サ
キ
と
し
て
尊
び
ま
す
。 

 

１
２
の
ツ
ホ
ネ
（
お
局
）
の
お
キ
サ
キ
さ
ん
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。 

４
年
３
２
‐
３
４ 

４
年
（
ア
ス
ス
５
０
７
年
）
の
ヤ
ヨ
ヒ
（
３
月
）
に
、
新
し
い
ミ
ヤ
コ
（
新
皇
居
）
の
カ
ル
の

サ
カ
イ
ハ
ラ
（
橿
原
市
見
瀬
町
、
近
鉄
電
車
の
岡
寺
駅
の
近
く
）
に
遷
御
に
な
り
ま
し
た
。 

 

５
年
３
２
‐
３
５ 

５
年
（
ア
ス
ス
５
０
８
年
）
の
ナ
ツ
（
夏
）
に
ウ
チ
キ
サ
キ
の
ウ
ツ
シ
コ
メ
が
、
ミ
コ
を
お
産

み
に
な
ら
れ
ま
す
。
ヤ
マ
ト
ア
エ
ク
ニ
・
オ
オ
ヒ
コ
さ
ん
で
す
。 

６
年
３
２
‐
３
５ 

６
年
（
ア
ス
ス
５
０
９
年
）
の
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
６
日
に
イ
ホ
ト
ミ
ヤ
（
孝
霊
天
皇
）
の
オ
モ

ム
ロ
（
ご
遺
体
）
を
ム
マ
サ
カ
の
ミ
サ
サ
キ
（
奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
本
町
、
片
岡
の
地
）
に
、
お
納
め

し
ま
す
。 

７
年
３
２
‐
３
６ 

７
年
（
ア
ス
ス
５
１
０
年
）
の
キ
サ
ラ
キ
（
２
月
）
２
日
に
、
ウ
ツ
シ
コ
メ
さ
ん
が
ウ
チ
ミ
ヤ

（
正
皇
后
）
に
な
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
兄
の
ウ
ツ
シ
コ
ヲ
（
後
に
物
部
氏
）
は
ケ
ク
ニ
ト
ミ
に
任
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
年
、
１
２
月
の
１
日
（
初
日
）
の
日
の
出
と
共
に
ウ
ツ
シ
コ
メ
さ
ん
が
お
産
み
に
な
ら
れ
た
ミ
コ

が
、
ワ
カ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
ヒ
コ
の
フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ん
（
後
の
開
化
天
皇
）
で
し
た
。 

９
年
３
２
‐
３
７ 

９
年
（
ア
ス
ス
５
１
２
年
）
の
ナ
ツ
（
夏
）
に
、
長
雨
が
降
り
ま
し
た
。
４
０
日
も
降
り
続
き

ヤ
マ
シ
ロ
（
山
城
）
の
田
圃
が
浸
水
し
ま
す
。
ア
ワ
ウ
ミ
（
琵
琶
湖
）
も
洪
水
に
な
り
ま
し
て
、
早
苗
は
ミ

モ
チ
病
に
侵
さ
れ
ま
す
。
人
々
か
ら
の
嘆
き
の
告
げ
に
、
八
代
ク
ニ
ク
ル
の
ス
ヘ
ラ
ギ
（
孝
元
天
皇
）
は
晴

れ
を
祈
る
勅
使
の
ミ
ケ
ヌ
シ
（
ヲ
ミ
ケ
ヌ
シ
）
を
使
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ケ
ヌ
シ
は
、
ア
ワ
ク
ニ
の
ミ
ヲ

（
高
島
市
安
曇
川
）
に
赴
い
て
、
タ
ナ
カ
カ
ミ
を
祭
り
ま
す
。（
田
中
神
社
）
こ
こ
に
、
晴
れ
を
祈
る
「
カ

セ
フ
」
の
祭
典
を
お
こ
な
う
の
で
し
た
。「
カ
セ
フ
」
は
、
オ
オ
ナ
ム
チ
の
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
の
タ
ナ
カ
で

の
祭
り
に
拠
る
も
の
で
し
た
。【
詳
細
は
未
詳
】
ミ
ナ
ツ
キ
（
６
月
）
１
６
日
に
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

ヲ
シ
ク
サ
（
教
え
の
ク
サ
）
の
守
り
に
よ
り
ま
し
て
、
タ
（
田
）
に
ミ
ケ
ヌ
シ
が
額
つ
い
て
祈
り
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
し
た
ら
、
イ
ネ
（
稲
）
は
蘇
え
っ
て
若
や
ぐ
の
で
し
た
。
ア
キ
（
秋
）
に
は
実
り
も
充
実
し
て
、

ミ
ツ
ホ
（
収
穫
）
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
タ
ミ
の
カ
テ
（
食
料
）
も
増
え
て
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
え
た
の

で
し
た
。
ミ
ケ
ヌ
シ
は
オ
ホ
ミ
ケ
ヌ
シ
の
尊
号
を
も
っ
て
称
（
た
た
え
）
え
ら
れ
ま
し
た
。 
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カ
セ
フ
の
祭
り
を
、
年
毎
に
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
ツ
ク
シ
（
九
州
）
の
ナ
オ
リ
と
、
イ
ツ
モ
（
出
雲
）

と
、
イ
セ
（
伊
勢
）
に
も
、
ハ
ナ
ヤ
マ
（
山
科
）
に
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

１
１
年
３
２
‐
４
２ 

１
１
年
（
ア
ス
ス
５
１
４
年
）
の
ヤ
ヨ
ヒ
（
２
月
）
の
モ
チ
（
満
月
）
に
ト
ト
ヒ
メ
が
生
ま
れ

ま
す
。
共
に
ミ
ユ
キ
（
行
幸
）
に
連
れ
て
、
ヘ
ソ
キ
ネ
（
ウ
ツ
シ
コ
ヲ
）
の
家
（
後
に
物
部
氏
）
の
ヤ
マ
ト

イ
ケ
ス
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
ヘ
ソ
キ
ネ
は
、
饗
宴
を
用
意
し
て
持
て
成
し
ま
す
。
ヘ
ソ
キ
ネ
の
娘
の
イ

カ
シ
コ
メ
（
後
に
イ
キ
シ
コ
メ
）
が
給
仕
に
出
て
き
ま
し
て
、
ウ
チ
キ
サ
キ
に
と
宮
中
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

イ
カ
シ
コ
メ
さ
ん
は
１
４
歳
で
し
た
。 

１
３
年
３
２
‐
４
３ 

１
３
年
（
ア
ス
ス
５
１
６
年
）
の
１
月
３
日
に
、
イ
カ
シ
コ
メ
さ
ん
（
後
に
イ
キ
シ
コ
メ
）
が

ミ
コ
の
オ
シ
マ
コ
ト
（
ヒ
コ
フ
ト
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

１
４
年
３
２
‐
４
４ 

１
４
年
（
ア
ス
ス
５
１
７
年
）
の
フ
ツ
キ
（
七
月
）
に
、
ハ
ニ
ヤ
ス
メ
さ
ん
が
ミ
コ
を
お
産
み

に
な
り
ま
す
。
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ
コ
の
イ
ミ
ナ
（
実
名
）
タ
ケ
ハ
ル
さ
ん
で
す
。（
後
に
、
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ
コ
の
乱

を
起
こ
す
人
で
す
） 

ハ
ニ
ヤ
ス
メ
さ
ん
は
、
カ
ウ
チ
（
ア
オ
カ
キ
カ
ケ
、
ア
ウ
ヱ
モ
ロ
の
子
孫
）
の
ア
オ

カ
キ
カ
ケ
の
娘
さ
ん
で
し
て
、
メ
の
オ
シ
モ
の
位
で
し
た
の
で
、
ウ
チ
キ
サ
キ
の
位
に
上
が
ら
れ
ま
す
。 

２
２
年
３
２
‐
４
５ 

２
２
年
（
ア
ス
ス
５
２
５
年
）
１
月
１
２
日
に
、
立
太
子
が
定
ま
り
ま
す
。
ヨ
ツ
ギ
（
世
継
ぎ
）

は
フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ん
で
す
。
ワ
カ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
・
フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ん
は
、
後
の
八
代
開
化
天
皇
で
す
。 

 

さ
て
、
オ
シ
マ
コ
ト
の
ミ
コ
（
皇
子
）
は
オ
ク
チ
の
妹
の
タ
カ
チ
メ
（
タ
カ
チ
ヒ
メ
）
と
の
間
に
ウ
マ
シ

ウ
チ
を
儲
け
ま
す
。
ウ
マ
シ
ウ
チ
は
、
キ
（
紀
の
国
）
の
ウ
ツ
の
妹
の
ヤ
マ
ト
カ
ケ
ヒ
メ
を
娶
り
ま
す
。
そ

し
て
、
産
ま
れ
た
の
が
タ
ケ
ウ
チ
で
す
。 

５
７
年
３
２
‐
４
６ 

５
７
年
（
ア
ス
ス
５
６
０
年
）
の
ナ
カ
ツ
キ
（
９
月
）
２
日
に
、
七
代
ス
ヘ
ラ
ギ
の
ク
ニ
ク
ル

さ
ん
が
崩
御
な
さ
い
ま
し
た
。
１
１
７
歳
で
し
た
。
ミ
コ
の
フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ん
は
、
モ
（
喪
）
を
４
８
日
な
さ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
き
ま
せ
る
如
く
の
ま
ま
に
ミ
ア
エ
（
お
食
事
）
を
供
え
ま
す
。
モ
の
４
８
日
が
過
ぎ

て
、
マ
ツ
リ
コ
ト
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
ま
す
。
６
年
後
に
は
、
オ
モ
ム
ロ
（
ご
遺
体
）
を
ツ
ル
ギ
シ
マ
の
ミ

サ
サ
キ
（
剣
池
の
み
さ
さ
ぎ
。
近
鉄
電
車
の
橿
原
神
宮
前
駅
か
ら
、
東
に
歩
い
て
８
分
で
剣
池
が
見
え
ま

す
）
に
お
納
め
す
る
の
で
し
た
。
ナ
ツ
キ
（9

月
）
２
４
日
に
め
と
も
や
む
な
り
。（
お
仕
え
し
て
い
た
人
々

も
去
っ
て
行
き
ま
す
） 

 ３
２
‐
４
８ 

 
 
  

 

９
代 

フ
ト
ヒ
ヒ
の
キ
ミ
（
開
化
天
皇
） 

時
は
ア
ス
ス
５
６
０
年
の
、
フ
ユ
（
冬
）
の
メ
ツ
キ
（
１
０
月
）
の
１
２
日
で
し
た
。 

 

フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ん
は
、
九
代
ス
ヘ
ラ
ギ
（
開
化
天
皇
）
に
即
位
な
さ
い
ま
す
。
ミ
ヤ
コ
（
首
都
）
は
、
カ
ス

ガ
（
奈
良
市
）
の
イ
サ
カ
ワ
（
奈
良
市
本
子
守
町
、
率
川
神
社
の
と
こ
ろ
）
に
お
決
め
に
な
り
ま
し
た
。
フ

ト
ヒ
ヒ
さ
ん
５
１
歳
の
事
で
し
た
。 

ネ
ツ
キ
（
１
１
月
）
の
１
２
日
に
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
へ
の
即
位
の
儀
式
を
挙
行
な
さ
れ
ま
す
。
ワ
カ
ヤ
マ

ト
・
ネ
コ
ヒ
コ
の
ア
メ
の
ス
ヘ
ラ
ギ
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 

翌
日
に
は
、
即
位
の
祭
典
の
設
（
し
つ
ら
）
え
を
タ
ミ
に
公
開
な
さ
い
ま
す
。 

 

ハ
ハ
（
実
母
）
の
ウ
ツ
シ
コ
メ
さ
ん
を
、
ミ
ウ
エ
キ
サ
キ
と
し
て
尊
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ん

に
は
、
ソ
フ
（
１
２
）
の
ツ
ホ
ネ
（
局
）
も
既
に
揃
っ
て
お
い
で
で
し
た
。 

元
年
３
２
‐
４
８ 

ア
ス
ス
５
６
１
年
の
キ
ナ
ヱ
（
２
１
）
の
年
を
、
フ
ト
ヒ
ヒ
の
キ
ミ
の
初
年
と
な
さ
い
ま
す
。 

７
年
３
２
‐
５
０ 

７
年
（
ア
ス
ス
５
６
７
年
）
ハ
ツ
（
１
月
）
１
２
日
に
、
イ
カ
シ
コ
メ
さ
ん
を
イ
キ
シ
コ
メ
さ

ん
と
名
前
を
変
え
て
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
に
お
立
て
に
な
り
ま
し
た
。
イ
カ
シ
コ
メ
さ
ん
は
、
先
の
ク
ニ

ク
ル
の
キ
ミ
（
八
代
孝
元
天
皇
）
と
の
間
に
オ
シ
マ
コ
ト
の
ミ
コ
（
皇
子
）
を
儲
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

イ
キ
シ
コ
メ
さ
ん
へ
の
名
前
替
え
に
は
、
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ト
ヒ
ヒ
の
キ
ミ
が
、
イ
カ
シ
コ
メ

さ
ん
を
召
そ
う
と
な
さ
い
ま
す
。
こ
れ
に
際
し
て
、
ミ
ケ
ヌ
シ
（
オ
ミ
ケ
ヌ
シ
）
は
、
イ
サ
メ
（
諫
言
）
を
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申
し
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 
『
キ
ミ
は
お
聞
き
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

カ
ミ
ヨ
（
上
代
）
の
こ
と
に
、
シ
ラ
ウ
ト
と
コ
ク
ミ
が
ハ
ハ
（
母
）
を
犯
し
て
ミ
チ
を
乱
し
た
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
多
く
の
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
の
で
し
た
。 

 

そ
の
、
ガ
ナ
（
大
き
な
誤
り
）
が
今
に
起
き
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

キ
ミ
よ
、
シ
ラ
ウ
ト
や
コ
ク
ミ
の
よ
う
な
事
を
な
さ
い
ま
す
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

 

ガ
ナ
（
大
き
な
誤
り
）
は
大
災
害
を
引
き
寄
せ
る
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
』 

モ
ノ
ヘ
（
後
に
物
部
氏
）
の
ウ
ツ
シ
コ
ヲ
は
答
え
ま
す
。 

『
ハ
ハ
で
は
な
く
、
メ
イ
（
姪
）
に
当
た
り
ま
す
か
ら
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、「
イ
セ

の
ミ
チ
」
に
拠
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
す
。「
メ
（
娘
）
は
ト
ツ
ギ
（
嫁
い
）
で
、
ウ
ミ
（
産
み
）
の
ヲ
ヤ
（
親
）

無
し
」
と
「
イ
セ
の
ミ
チ
」
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
昔
は
確
（
た
し
）
か
に
、
オ
ハ
（
お
ば
・
伯
母
）
で

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
メ
イ
で
す
。
単
な
る
親
戚
に
過
ぎ
ま
せ
ん
』 

 

ミ
ケ
ヌ
シ
（
オ
ミ
ケ
ヌ
シ
）
は
、
追
及
し
ま
す
。 

『
産
む
子
の
オ
シ
マ
コ
ト
さ
ん
が
居
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
義
母
で
な
い
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
』 

 

ウ
ツ
シ
コ
ヲ
は
さ
ら
に
答
え
ま
す
。 

 

『
単
に
、
連
な
っ
て
い
る
だ
け
の
枝
の
ひ
と
つ
の
オ
シ
マ
コ
ト
さ
ん
で
す
。
何
故
な
ら
ば
、
ハ
ハ
が
別
人

で
異
な
る
か
ら
で
す
』 

 

ミ
ケ
ヌ
シ
は
、
ま
だ
ま
だ
追
及
し
ま
す
。 

 

『
ア
（
天
空
）
に
は
ツ
キ
（
月
）
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ
だ
け
で
す
。
ハ
ハ
（
母
）
は
ツ
キ
（
月
）
で
す
。

シ
モ
メ
（
他
の
お
キ
サ
キ
さ
ん
）
は
ホ
シ
（
星
）
で
す
。
こ
の
、
ホ
シ
（
星
）
を
召
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
ら

れ
る
の
で
す
よ
』 

深
く
嘆
い
て
、
ミ
ケ
ヌ
シ
は
言
葉
を
続
け
ま
す
。 

『
ヲ
ヲ
ン
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
は
、
ア
メ
の
ミ
チ
を
な
さ
れ
た
の
で
す
。 

世
々
の
キ
ミ
は
、
継
ぎ
を
受
け
ら
れ
て
長
く
治
ま
っ
て
来
ま
し
た
の
で
し
た
。 

今
回
の
イ
キ
シ
コ
メ
さ
ん
の
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
就
任
は
、
ミ
チ
を
外
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

あ
な
た
は
ケ
ク
ニ
ト
ミ
（
３
１
‐
７
０
・
８
５
・
８
９
、
３
２
‐
３
６
、
３
６
‐
１
７
）
で
す
。
最
も
重

臣
で
す
。
マ
ツ
リ
ゴ
ト
の
誤
り
を
お
イ
サ
メ
し
て
申
し
上
げ
な
く
て
、
ど
う
し
ま
す
か
！ 

 

 

阿
（
お
も
ね
）
っ
て
、
お
べ
っ
か
ば
か
り
で
は
、
か
え
っ
て
キ
ミ
を
ア
ナ
（
貶
め
て
ダ
メ
）
に
す
る
ば
か

り
で
す
。
心
汚
（
き
た
な
）
し
と
言
う
も
の
で
す
。 

 

キ
ミ
が
如
何
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
？ 

 

我
が
身
の
祖
先
の
ヲ
ヤ
カ
ミ
の
ク
シ
ヒ
コ
（
ヤ
マ
ト
ヲ
ヲ
コ
ノ
ミ
タ
マ
カ
ミ
）
も
、
守
り
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
（
ホ
２
０
‐
３
０
～
３
６
、
ホ
２
３
‐
８
６
～
９
９
、
ホ
２
４
‐
１
０
７
～
１

１
１
） 

 

汚
（
け
が
）
れ
は
、
決
し
て
食
（
は
）
む
事
は
し
な
い
、
と
、
こ
れ
は
わ
が
祖
先
の
ク
シ
ヒ
コ
の
教
え
で

す
』 

 

ミ
ケ
ヌ
シ
は
、
ク
シ
ヒ
コ
同
様
に
、
職
を
辞
し
て
去
っ
て
行
き
ま
す
。 

 

フ
ト
ヒ
ヒ
の
キ
ミ
（
九
代
開
化
天
皇
）
は
、
や
は
り
、
イ
カ
シ
コ
メ
さ
ん
の
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
就
任

を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
カ
シ
コ
メ
を
、
イ
キ
シ
コ
メ
と
、
一
音
を
変
名
に
し
た
だ
け
で
し
た
。 
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ミ
ケ
ヌ
シ
と
そ
の
子
は
、
ツ
ク
ミ
（
隠
棲
）
を
し
て
、
地
方
に
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
の
で
し
た
。 

コ
モ
リ
さ
ん
の
妻
だ
っ
た
縁
で
す
。
先
祖
ゆ
か
り
の
地
の
、
チ
ヌ
の
ス
ヱ
の
と
こ
ろ
で
す
。
陶
荒
田
神
社
、

１
０
ア
ヤ
４
４
ペ
ー
ジ
に
「
ス
ヱ
ツ
ミ
が 

イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
メ
」
３
３
ア
ヤ
２
５
ペ
ー
ジ
に
「
ス
エ
ツ
ミ

が 

イ
ク
タ
マ
と
う
む
」
つ
ま
り
、
須
恵
器
の
生
産
基
地
の
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

７
年
３
２
‐
５
７ 

７
年
（
ア
ス
ス
５
６
７
年
）
の
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
の
１
３
日
に
、
ミ
コ
（
皇
子)

が
誕
生
し
ま

す
。
ユ
ギ
リ
（
カ
ツ
テ
カ
ミ
の
子
孫
）
の
娘
の
タ
ケ
ノ
ヒ
メ
さ
ん
が
、
ユ
ム
ス
ミ
さ
ん
を
産
み
ま
し
た
。
イ

ミ
ナ
（
実
名
）
は
コ
モ
ツ
ミ
さ
ん
と
申
し
上
げ
ま
す
。 

８
年
３
２
‐
５
７ 

８
年
（
ア
ス
ス
５
６
８
年
）
ヤ
ヨ
イ(

３
月
）
に
は
、
カ
ス
ガ
（
五
代
カ
ヱ
シ
ネ
、
孝
昭
天
皇
の

ミ
コ
の
カ
ス
ガ
ヲ
キ
ミ
の
子
孫
）
の
オ
ケ
ツ
メ
さ
ん
が
ス
ケ
キ
サ
キ
の
位
に
あ
っ
て
、
ヒ
コ
ヰ
マ
ス
（
イ

ミ
ナ
は
ア
リ
ス
ミ
）
の
ミ
コ
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。 

１
０
年
３
２
‐
５
８ 

１
０
年
（
ア
ス
ス
５
７
０
年
）
サ
（
５
月
）
の
１
２
日
に
、
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
の
イ
キ
シ

コ
メ
さ
ん
が
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
イ
ム
ナ
は
ヰ
ソ
ニ
ヱ
）
さ
ん
を
お
産
み
に
な
ら
れ
ま
す
。
の
ち
の
、
十

代
ス
ヘ
ラ
ギ
（
崇
神
天
皇
）
に
な
ら
れ
る
お
方
で
す
。 

 

ミ
ナ
ツ
キ
（
６
月
）
の
１
２
日
に
は
、
ヘ
ソ
キ
ネ
（
ウ
ツ
シ
コ
ヲ
）
を
オ
ト
ト
（
大
臣
）
と
な
さ
い
ま
す
。

ま
た
さ
ら
に
、
ネ
（
１
０
月
）
に
は
、
ウ
ツ
シ
コ
ヲ
を
イ
ワ
イ
ヌ
シ
【
詳
細
は
未
詳
】
と
な
さ
い
ま
し
た
。 

１
３
年
３
２
‐
５
９ 

１
３
年
（
ア
ス
ス
５
７
３
年
）
の
ム
ツ
キ
（
１
月
）
５
日
に
、
イ
キ
シ
コ
メ
さ
ん
は
、
ミ
マ
ツ

ヒ
メ
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

 

ウ
チ
メ
に
召
し
て
い
た
、
カ
ツ
キ
の
タ
ル
ミ
の
娘
の
タ
カ
ヒ
メ
が
、
サ
（
５
月
）
の
モ
チ
（
満
月
）
に
、

ハ
ツ
ラ
ワ
ケ
（
イ
ム
ナ
は
タ
ケ
ト
ヨ
）
さ
ん
を
産
み
ま
し
た
。 

２
８
年
３
２
‐
６
０ 

２
８
年
（
ア
ス
ス
５
８
８
年
）
の
ム
ツ
キ
（
１
月
）
５
日
に
、
世
継
ぎ
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
ヰ

ソ
ニ
ヱ
の
ミ
コ
（
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
）
が
、
お
世
継
ぎ
で
す
。
こ
の
年
に
、
１
９
歳
で
し
た
。 

６
０
年
３
２
‐
６
１ 

６
０
年
（
ア
ス
ス
６
２
０
年
）
ナ
ツ
（
夏
）
の
ウ
ツ
キ
（
４
月
）
９
日
に
、
フ
ト
ヒ
ヒ
の
キ
ミ

（
九
代
開
化
天
皇
）
は
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
１
１
１
歳
で
し
た
。
ミ
コ
の
ヰ
ソ
ニ
ヱ
さ
ん
は
モ

（
喪
）
に
入
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
４
８
日
の
後
に
マ
ツ
リ
コ
ト
（
政
治
）
を
再
び
お
聞
き
に
な
る
の
で
し

た
。
近
習
の
ト
ミ
は
留
め
置
か
れ
ま
し
て
、
ご
生
前
同
様
の
居
ま
す
如
し
の
ミ
ア
エ
（
お
食
事
）
を
お
供
え

し
ま
す
。 

 

メ
ツ
キ
（
１
０
月
）
の
３
日
に
な
っ
て
、
イ
サ
サ
カ
の
ミ
サ
サ
キ
（
奈
良
市
油
坂
町
、J

R

奈
良
駅
か
ら

歩
い
て
す
ぐ
）
に
、
フ
ト
ヒ
ヒ
の
キ
ミ
（
九
代
開
化
天
皇
）
の
オ
モ
ム
ロ
（
亡
き
骸
）
を
お
納
め
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 


